
（別紙４）

～ 令和7年3月25日

（対象者数） 18名 （回答者数） 18名

～ 令和7年3月25日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和7年3月25日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も継続して、より深い支援を行う。また、状況を判断し

ながら、直接的に関わる支援、見守りの支援の使い分けをし

ながら、利用者の成長に繋げていく。

2

基本的には担当制だが、支援員が変わる際は、情報共有や、

記録の見直しなどを行い、継続的な支援を行うことができる

ように連携を図る。

3

日々、訪問先との情報共有を行い、行事の際も支援に入る際

は、行事の流れの妨げにならないよう、利用者の支援を行

う。また、行事をやり遂げた達成感を一緒に感じながら、次

へのステップへと繋げていけるような支援を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定期的な話し合いの機会を設けたり、電話での聞き取りも行

いながら、保護者と情報交換、共有を図りたい。

2

日々、訪問先の先生方と情報共有を行いながら、支援日でな

い時も、統一した支援ができるようにしていく。

3

直接的な会議を設けることが1番望ましいが、難しい場合は、

ネットワークを使いながら、情報共有や、支援内容の意見交

換を積極的に行いたい。

担当制にすることで、支援員が欠勤した場合は、振り替えが難

しい。

保護者には理解していただいているものの、支援日が空くと、

利用者の記憶も空き、継続した支援が難しい場合も出てくる。

支援員同士での話し合いの機会が少ない。 それぞれ、保育所等訪問支援に対する知識や経験があるが、そ

の情報を共有する時間がなく、支援員の意識向上やスキルアッ

プが難しい。

行事等（発表会、運動会）にも、対応している。 行事ごとに支援に入ることにより、利用者の不安軽減や、園の

先生方のサポートとなる。また、行事までの過程を知っている

からこそ、当日も適当な支援を行うことができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者と関わる機会が少ない。 日々、記録にて保護者へ報告はできているものの、直接話がで

きる機会が少ないため、タイムリーな話が届きづらい。また、

保護者ニーズなども、聞き取る機会が少なく、現状の把握が難

しい。また、第三者（支援員→園スタッフ→保護者）を介して

伝言を行うことがある。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

4時間の直接支援を行っている。 各保育園、幼稚園の1日の流れをつかむことができ、より利用

者の方の困り感に向き合い、支援をすることができる。また、

直接支援に加え、間接支援として、園の先生方と話を行い、個

別の支援に加え、環境の作り方なども助言できる。

各利用者で、ほぼ特定の支援員が担当しており、統一した支援

ができる。（担当制）

担当制にすることにより、支援にブレがなく統一した支援を行

うことができる。また、前回の支援のフィードバックもでき、

利用者の方の達成、未達成の部分も把握することができる。

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年3月1日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年4月28日

○事業所名 発達療育モンテ

○保護者評価実施期間 令和7年3月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年3月1日

事業所における自己評価総括表（保育所等訪問）公表


